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　来週、６月２７日(金)に「第１回進路希望調査」を配付します。４月の進路集会でも話しましたが、

『１０年後の自分』をイメージし、そこから時間をさかのぼって中学校卒業後の進路を考えてくださ

い。昨年度までの情報誌の他、今年度の『進路のしおり』が各学級にあるので参考にしてください。

なお、『進路のしおり』は６月３０日(月)に配付します。 

 

自宅でできる志望校選びの方法とポイント  
 

 ※ベネッセ教育情報サイトより抜粋
 

●志望校選びはいつ始める？ 

 　志望校選びは、中１、中２のうちにスタートしておくのが理想です。めざす高校に合格するた

 めの目標が具体的に定まり、モチベーションが上がり、学習の励みになります。複数の高校で日

程が重なると、行こうとしても行けない場合があります。気になる高校の Web  サイトで説明会

 やオープンスクールの開催日程を確認しておくとよいでしょう。

 

●「志望校=受験校」ではない！ 複数の高校を比較しよう 

　志望校が一つに決まらなくても、焦る必要はありません。「この高校に行きたい」という気持

ちをもつだけでも違います。高校の学科やコース、通学時間、偏差値など、重視したいポイント

を確認するだけでもメリットがあります。気になる高校を複数校、検討しましょう。その過程で

志望校を絞り、受験校を決定すればよいのです。志望校はあくまで目標になる高校なので、その

 高校を受験校にできるように日々努力しましょう。

　志望校は３段階で考えておくとよいでしょう。一番行きたい「第１志望校」、今の実力で確実 

に合格できそうな「安全校」、少し挑戦する場合の「チャレンジ校」を考えておくと、中学校の 

 成績や模試の得点が変動したときに検討しやすくなります。また、志願変更時もスムーズになり

 ます。公立高校を第１志望とする場合、併願校とする私立高校も考えておきましょう。第１志望

 の高校に不合格だった場合、併願校に進学することになります。第１志望校のみを考える人が多

 いですが、併願校も自分が納得して進学できる高校を選ぶことが大切です。

 

●自宅でできる志望校選びの方法を知ろう 

　一番確実で簡単な方法は、高校の Web  サイトを確認することです。校風や校舎、カリキュラ

 ムやコース、進学や就職の実績などを知ることができます。また、授業や部活、行事など、学校

 生活の写真が載っていることもあるため、生徒たちがどのような毎日を送っているかがわかりま

す。受験したい中学生に向けたページが用意されていることもあり、主に私立高校では、パンフ

 レットなどの資料を請求することもできます。

　高校の情報を調べるときには、入試の情報も確認しましょう。〈高校入試情報サイト〉では、 

 倍率や合格の目安、内申点・入試当日点など、志望校選びに役立つ情報を掲載しています。部活

の先輩など、気になる高校に通っている身近な人に高校の様子を聞くのもおすすめです。〈高校 

 入試情報サイト〉では、実際に通っている先輩たちの部活・先生・校則などの高校生活や、受験

 対策・入試本番の体験談まで意見が載っています。ぜひ、気になる高校をチェックしてみましょ

 う。



　Web サイトやパンフレットなどでわからないことがあれば、私立高校の場合は直接問い合わ

せるという方法もあります。問い合わせ電話番号やメールの問い合わせフォームが Web サイト

に書かれていることがあるので、チェックしてみましょう。ただし、個別の問い合わせは高校に

迷惑がかかることもあります。原則は学校説明会やオープンスクールに参加し、あくまで緊急性

 が高く、どうしても気になる点を知るための裏技だと考えてください。

 

●志望校選びの際に注目すべきポイント 

　高校入試では、主に内申点と当日の学力検査点で合否が決まります。そのため、中学校の成績

や模試の得点や偏差値はひとつの目安になります。自分の成績や偏差値よりも少し高めの高校を

選ぶと、学力を上げる目標になるのでおすすめです。受験に向けて学校のテストや入試対策をし

っかり行うため、中３になると現在よりも学力が上がることもあります。より偏差値の高い高校

に入学した方がその後の進路の選択肢が増えるというのは確かですが、成績や偏差値だけがすべ

 てではないので、様々なポイントを加味して志望校を選びましょう。

 　自宅からの通いやすさ、高校の雰囲気、制服、入りたい部活動があるかなども確認しておくと

 よいでしょう。ご家庭によっては、自転車・バイクでの通学やアルバイトの可否なども、判断基

 準になる場合があるかもしれません。

 　高校には普通科だけでなく、理数系、国際・外国語系、音楽や美術などの芸術系など、さまざ

 まな学科やコースがあります。高校卒業後の進路も考えて高校を選びましょう。高校から専門的

 な学科・コースを選ぶのか、それとも普通科高校を卒業してから大学の学部で専門的な勉強をす

 るのか、どちらが自分に合っているかも考えてみましょう。高校が発表している卒業後の進路・

 合格実績や就職実績などを参考にするのもよい方法です。

 

●早くから情報収集し、「行きたい」と思える高校を選ぼう 

　高校受験を不安に思う人は、「自分の成績ならどの高校に行けるか」と考えがちです。しかし 

「行きたい」と納得して進学できる高校を選ぶのがベストな方法です。PC  やスマートフォンな

 どを活用すれば、自宅でも高校に関する情報収集ができます。自分が納得して選んだ目標に向か

って一生懸命努力し、合格を勝ち取りましょう。

 

◇学校説明会の案内 

【恵庭南高等学校「普通科学校説明会」】 

   実施日程　　７月２９日(火)　　９：３０～１０：３０(受付９：００～)

  会　　場      恵庭南高等学校　第３体育館(恵庭市白樺町４丁目１－１)

   対　　象　　中学生、保護者

   内　　容　　①学校説明・進路状況、教育課程等の説明・学校紹介

 　　　　　　　②部活動見学、学校見学(希望者のみ)

  申込方法　　６月２０日(金)～７月２２日(火)までの間に、ＨＰ上から各自申し込んでくださ

 い。

　そ  の  他　   詳しくは、６月２０日(金)にＨＰ掲載予定の要項でご確認ください。

 ◇札幌龍谷高等学校「野球部体験入部」

　日　　程      ①７月２６日(土)　　②９月１３日(土)　　③１０月１８日(土)

  そ  の  他      興味のある人は、南葉まで申し出てください。案内のプリントを渡します。

              なお、参加には保護者の同意書が必要になります。


